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衆
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院
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山
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一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
認
可
外
保
育
施
設
に
係
る
「
五
年
間
」
の
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
に
「
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
無
償
化
措
置
の
対
象
範
囲
等
に
関
す
る
検
討
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
、

「
認
可
外
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
認
可
保
育
所
と
比
べ
、
例
え
ば
保
育
士
の
数
が
少
な
い
な
ど
質
の
面
が
十
分
で
な
い
場
合
が

あ
る
。
無
償
化
が
単
に
利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
認
可
外
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
で
あ
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
「
利
用
者
の
公
平
性
の
確
保
及
び
質
の
向
上

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
五
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、
指
導
監
督
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
で
も
無
償
化
の
対
象

と
す
る
猶
予
期
間
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
条
第
十
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
と
し
て
、
法
案

に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

一



ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
」
（
平
成
三
十
年
六
月
十
五

日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
待
機
児
童
問
題
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
平
成
二
十
九
年
六

月
二
日
に
公
表
し
た
「
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
二
年
度
末
ま
で
に
約
三
十
二
万
人
分
の
保
育
の
受
皿

を
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
幼
児
教
育
無
償
化
の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
の

概
要
」
に
お
け
る
「
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性
」
と
の
記
載
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月

二
十
八
日
の
幼
児
教
育
・
高
等
教
育
無
償
化
の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
関
係
閣
僚
会
合
で
合
意
し
た
「
幼
児
教
育
・
高
等

教
育
無
償
化
の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
」
（
以
下
「
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
幼
児
教
育
は
生
涯
に
わ
た

る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
も
の
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
今
般
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、
方
針
に
あ
る
と
お
り
、

「
法
律
に
よ
り
、
幼
児
教
育
の
質
が
制
度
的
に
担
保
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
広
く
国
民
が
利
用
し
て
い
る
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
及
び
地
域
型
保
育
を
利
用
す
る
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
供
た
ち
の
利
用
料
を
無
償
化
す
る
」も
の
で
あ
り
、

二



質
の
高
い
幼
児
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三


